
重要検討テーマ（「新成長戦略」関連） 

 

１．ライフ・イノベーション 

 

＜医療＞ 

○ 保険外併用療養による保険給付に上乗せした価格設定の自由化 

○ 一般用医薬品のインターネット等販売規制の緩和 

○ EPAに基づく看護士候補の英語又はルビ付きによる国家資格試験受験 

○ 診療看護師資格の新設（特区） 

○ 再生医療の推進 

○ レセプト・電子カルテ等医療データの利活用促進 

○ 医師-患者間の遠隔医療の対象の拡大（医師法、厚労省通知） 

○ 新たな健康関連産業の創出・普及のための医療行為等の明確化（医師法、

保健師助産師看護師法） 

○ 医療ツーリズムに係る査証発給要件等の緩和（医療ビザ、外国人医師の

国内診療） 

○ 訪問看護ステーションの開業基準の緩和 

 

＜介護＞ 

○ 特別養護老人ホームと特定施設の役割の見直し（特養は生活保護に特化

し、特定施設の設置基準（総量規制）を撤廃） 

○ 介護職による痰の吸引、胃ろう処置の解禁 

○ EPAに基づく介護福祉士候補の英語又はルビ付きによる国家資格試験受

験 

○ 高齢者用パーソナルモビリティの公道での使用（道路交通法） 

○ 各種介護サービス類型における人員・設備に関する基準の緩和 

 

 

 

参考資料４ 



２．グリーンイノベーション 

 

○ スマート・コミュニティ（＊）の構築に向けた措置 

－インフラ関係（電気料金・電気事業規制の見直し、熱導管の埋設円滑

化、地域冷暖房導入措置、電力搬送線の通信への活用等） 

－安全規制関係（リチウム蓄電池、メガソーラー、小規模分散型発電設

備等） 

※ 「環境未来都市」の検討の中で更に精査 

 

＊ スマート・コミュニティ；電気に熱、再生可能エネルギー、廃熱・大気熱など未利

用エネルギーを組み合わせた総合的なエネルギー・ネットワークと、都市づくり、

街づくりとを一体として捉えた「次世代エネルギー・社会システム」。 

 

○ 再生可能エネルギーの大幅導入のための措置 

－自然公園における風力発電・地熱発電等の設置許可の早期化・柔軟化 

－太陽光パネル、風力発電設置に関する建築基準の見直し 

－温泉地域における地熱発電の設置許可の早期化・柔軟化 

－小水力発電の導入円滑化（河川水の取水許可の柔軟化等） 等 

 

○ 住宅・建築物の省エネ基準見直し（現行の平成１１年基準を強化した新

基準の検討等） 

 

３．農業 

○ 農業生産法人の要件（資本、事業、役員）の更なる緩和 

○ 農業委員会の在り方の見直し（客観性・中立性の向上、必置規制の撤廃） 

○ 農協に対する金融庁検査・公認会計士監査の実施 

○ 新規農協設立の弾力化（地区重複農協設立に係る「農協中央会協議」条

項の見直し） 

○ 農業共済の見直し（コメ・麦に係る強制加入制の見直し） 

 

 

 



４．その他 （成長戦略における各府省からの提案を踏まえ追加可能性） 

＜住宅・建築＞ 

○ 既存建築物活用に合わせた建築基準法の見直し（「既存不適格」概念等） 

○ 区分所有法上の建替え・改修に係る要件の緩和 

 

＜雇用・人材分野＞ 

○ 幼保一体化を含めた保育分野の制度・規制改革 

 【子ども・子育て新システム検討会議で検討。刷新会議に報告】 

○ 高度外国人材の受け入れ促進のためのポイント制度の導入 

 

 


